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研究成果の概要（和文）：　発達障害・学習困難生徒学生への特別支援の高大接続・連携の在り方に関して、多
方面の視点から基礎的調査、資料収集、プログラム実施を行った。アメリカの2E教育の理念・実践の最近の動向
の情報整理や、日本で大学から発達障害のある高校生に対する大学進学移行支援プログラムや、支援システムの
構築を行った。生徒の才能面を含む認知的個性のニーズがより明らかになり、より有効な方策の具体的な展開を
図った。成果の一部は、公開シンポジウム等で、2E教育を総合テーマとして公表された。

研究成果の概要（英文）：  We investigated the measures of the continuum of special needs support 
between high school and university for the students with developmental disorders or learning 
difficulties from various perspectives.  We have recognized the recent trends of twice-exceptional 
education in the U.S., practiced a new program supporting the transition of high-school students 
with learning difficulties, and built a system for supporting high-school students from a 
university.  More effective ways of supporting students were developed, making their needs clearer. 
 Some of our products were presented in an open symposium under the theme of 2E education.

研究分野：発達障害の特別支援教育（2E教育）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
アメリカでは、発達障害と優れた才能を併
せもつ「2Eの（二重に特別な）」児童生徒の
教育学・教育心理学的実証研究が近年増えつ
つある。公教育で確立された「才能教育」の
理念・方法を背景として、少数の発達障害生
徒の並外れた才能を伸ばす狭義の「２Ｅ教
育」だけでなく、すべての発達障害生徒の才
能（得意・興味）を活かそうとする広義の２
Ｅ教育が実践されてきた。いっぽう日本では、
発達障害の障害面に関する支援・研究の豊富
さに比べて、その才能面に関する教育学・心
理学的研究は、研究領域としても形成されな
かった。しかしようやく最近、その真摯な研
究と教育実践の重要性が認識・議論され始め
てきた。本研究は、大学での発達障害学生修
学支援と高校での発達障害・学習困難生徒の
学習・コミュニケーション支援の実践研究を
連携させ、特別支援教育、発達・教育・臨床
心理学の学際的領域として、特別支援教育の
高大接続の新しいあり方を検討・提示しよう
とした。 
 
２．研究の目的 
 高校および大学で、発達障害や学習困難の
ある生徒学生の得意・興味等の才能面を見出
して活かせる学習・コミュニケーション支援
方法と、可能で望ましい高大接続・連携のあ
り方を、調査・実践を通じて検討する。 
 
(1) 個人のもつ障害や才能も含めて多様な認
知発達的特徴を、「認知的個性」という包括
的な概念で捉え直し、生徒・学生の得意や興
味、苦手、学習スタイル等を総合した認知的
個性を多面的に評価する方策を開発する。 
 
(2) 才能面を活かす効果的な学習方略を探り、
高校および大学で個性化された学習・コミュ
ニケーション支援を行い、学習支援と生活・
社会情緒的支援が一体となるべきデータを
示す。 
 
(3) 高校で大学進学も視野に入れて、才能面
を活かして苦手を補い、自己理解を促し自己
尊重を高めるような、高大接続可能な学習支
援およびキャリア教育の方策のプロトタイ
プを提示する。 
 
３．研究の方法 
発達障害・学習困難生徒学生への特別支援
の高大接続・連携の在り方に関して、多方面
の視点から基礎的調査、資料収集、プログラ
ム実施を行った。それらの結果を分析・検討
しながら、より具体的な展開を図った。 
 
(1) 発達障害と才能を併せもつ 2E 生徒への
支援について、カナダの公立中等学校の特別
プログラム・通級指導教室等への訪問調査を
行った。日本の公立学校でも実施の可能性の
ある指導・学習方法について検討を加えた。

2E 教育に関してアメリカの最近の動向に基
づき、概念整理を行った。そして 2E 生徒の
特別なニーズも考慮して、得意を引き出し才
能を伸ばす指導・支援を視野に入れた、大学
進学も視野に入れて発達障害児童の才能を
活かすために、Ｙ市公立小学校の通級指導教
室で、サマースクールの拡充学習等のプログ
ラムを試みた。 
 
(2) 高等学校における発達障害やその周辺の
生徒の理解や指導支援、さらには、学校とし
ての特別支援教育の推進に関する現状や、高
大接続に係る現状を把握するために、国公立
高校数校を訪問し、施設設備の把握や、特別
支援教育推進の基本的な考え等も含め、特別
支援教育コーディネーターの教師を対象に、
面談による意識調査を行った。生徒の意識調
査について、対象高校の生徒向けのゼミナー
ル「障害科学（共に生きる）」を開講し（希
望者に対して 1 回）、その活動の中での発言
から把握した。ゼミは 2時間で構成され、講
義とグループ別討論から構成された。ゼミの
後に成果を把握するための質問紙調査を実
施した。 
 
(3) 発達障害のある中・高校生を対象に大学
体験プログラム「チャレンジ・カレッジ」を
実施した。また、先輩の体験談で、高校での
学習方法や受験勉強の仕方、大学選定のポイ
ント等に関する講義を情報発信するための
情報収集・整理を行った。いっぽう、新入生
に対して、大学進学に必要な情報、高校で受
けた進路指導、保護者としてどのようなサポ
ートを行ったかについての情報を集約した。
また、新入生と 4年生の発達障害学生に対し
て、高校から大学への移行に関するインタビ
ューを行い、進路決定までの道筋や多様な勉
強法の紹介、将来への展望等の情報収集・整
理を行った。 
 
(4) 徳島県内の高等学校で、当該高等学校の
特別支援教育・教育相談担当の教員と連携し
ながら、支援ニーズのある生徒へのキャリア
教育・教育相談を行う支援システムの構築を
行った。研究分担者が教育相談等に関わるだ
けでなく、支援システムの構築の一環として、
鳴門教育大学の大学院生を当該高等学校に
実習の一環として派遣し支援を行った。そう
やって構築された支援システムを校内に周
知・定着するための方策を検討した。また鳴
門教育大学や他大学の研究協力者と協議し、
大学教員の発達障害学生への支援に関する
意識調査を進め、高等学校との具体的な連携
の在り方について探索した。さらに、発達障
害者支援センターと連携し、思春期の自己理
解を進めるプログラムを実施し、キャリア教
育への発展性について検討した。 
 
４．研究成果 
発達障害・学習困難生徒学生への特別支援



の高大接続・連携の在り方に関して、研究総
体的に相互参照できる、多方面の視点から結
果が得られた。成果の一部は、日本 LD学会
大会自主シンポジウムおよび日本 LD学会公
開シンポジウムで、2E 教育を総合テーマと
して情報発信された。 
 
(1) 発達障害と才能を併せもつ 2E 生徒への
支援について、カナダの公立中等学校の特別
プログラム・通級指導教室等への訪問調査で
得られた資料を検討して、日本の公立学校で
も実施可能な指導・学習方法に関する示唆が
得られた。また 2E 教育に関するアメリカの
最近の動向に基づいた概念整理の記述を提
示した。そして発達障害児童の才能を活かす
ために、Ｙ市公立小学校の通級指導教室で、
サマースクールの拡充学習等のプログラム
を試みたところ、児童の興味・関心を高める
効果を得た。今後は、中学校での狭義の 2E
通級指導教室から、高大との連携のあり方を
探ることが課題となる。 
 
(2) 国公立高校の特別支援教育コーディネー
ターの教師を対象に、面談による意識調査を
行ったところ、高校における発達障害やその
周辺の生徒の理解や指導支援や、学校として
の特別支援教育推進の基本的な考え、および
高大接続に係る施設設備の現状を把握でき
た。いっぽう、生徒の意識調査について、対
象高校の生徒向けのゼミナール「障害科学
（共に生きる）」を開講し、その活動の中で
の発言から把握した。ゼミの後に成果を把握
するための質問紙調査を実施した結果、発達
障害についての理解が深まり、改めて障害に
ついて考えるきっかけとなった等の内省や、
今後も発達障害についての関心の大切さ、な
どの意識を把握できた。 
 
(3) 発達障害のある中・高校生を対象に大学
体験プログラム「チャレンジ・カレッジ」を
実施した。参加生徒から、「得意な分野を念
頭に進路を決めるとより良い大学生活を送
れることがわかった」「発達障害のある先輩
からの話が参考になった」「興味のある科目
を念頭に進路を決め、不得意科目の対処法を
見つける大切さを知った」等の感想を得た。
発達障害の特性に沿った体験型プログラム
の有効性を確認することができた。また、先
輩の体験談で、高校での学習方法や受験勉強
の仕方、大学選定のポイント等に関する講義
を DVD にまとめた。いっぽう、新入生に対
して、大学進学に必要な情報、高校で受けた
進路指導、保護者としてどのようなサポート
を行ったかについての情報を集約し、チャレ
ンジ・カレッジのプログラムとともに冊子に
してまとめた。また、新入生と 4年生の発達
障害学生に対して、高校から大学への移行に
関するインタビューを行い、進路決定までの
道筋や多様な勉強法の紹介、将来への展望等
を DVD としてまとめた。今後は高校で支援を

受けた新入生の数を増やして一般的な情報
としてまとめ上げるために、各新年度の入学
生に関しても同様のインタビューを行う。ま
た在学生へのインタビューに関して、学部ご
との特徴を踏まえた情報をまとめていくた
めに、さらにデータを収集し、検討を進める。 
 
(4) 徳島県内の高等学校で、当該高校の特別
支援教育・教育相談担当の教員と連携して、
研究分担者および鳴門教育大学の大学院生
が教育相談・支援等に加わりながら、支援ニ
ーズのある生徒へのキャリア教育・教育相談
を行う支援システムの構築が試行的に進め
られ、生徒のニーズに応じる体制の要因が次
第に明らかになった。また県内の他大学の研
究協力者と協議し、大学教員の発達障害学生
への支援に関する意識調査を進め、高校との
具体的な連携の在り方について、ノウハウを
蓄積できた。さらに、発達障害者支援センタ
ーと連携し、思春期の自己理解を進めるプロ
グラムを実施し、キャリア教育への発展への
展望を得た。県内の高校 1校で試行した形な
ので、今後は、より幅広い高校に広げて考え
る必要があり、開発した自己理解プログラム
の実証的な研究と、高校の通級指導教室への
普及に向けてさらに検討する。 
 
 以上のような研究の進展、成果を踏まえて、
研究者の関連論文を集結して本科研の報告
書冊子を作成した（松村暢隆編集『発達障害
のある生徒に対する 2E 教育の理念による支
援：大学進学を視野に入れた高大連携の実
践』2017）。今後、発達障害のある児童生徒
学生に対して、広義の 2E 教育の理念の下、
学習および社会情緒的支援を連携させるこ
とに関する基礎・実践的研究が継承発展され
る。 
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